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研究成果の概要（和文）：    ト も   視覚表象のテクスチャ(実写/造形、具象/抽象)に

  てジャ ル化され語 れてきたが、 研究で 、視覚表象と聴覚表象の関係態様に重点を

置いた。国内外の短編抽象 画な びに長編物語 画について、聴覚表象すなわち「音」の様

態・意味の両観点に着目しなが 分析した。その成果を、口頭発表や論文に加え、  作品と

して公表すると共に、この着眼点を、当課題の研究組織の外部と共有するために、  展示を

ともなう国際シ ポジウムを開催した。 

 
研究成果の概要（英文）：Thought video arts tend to be classified and described by nature of 

visual and narrative representation: film shot or animated, fictional or abstruct, we attach 

greater importance to the arrangement of sounds and the relational nature between visual 

and auditory representations. Analysing various video art works, from non-narrative short 

films to narrative full-length films, we published eleven papers, announced seven speeches 

in conferences, and released two short video work. Furthermore we held an international 

conference which involves video exhibition in order to make this analytic pivot known. 
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１．研究開始当初の背景 

  画・    ト 、これまでも   物

語の有無や視覚表象のテクスチャ（実写／造

形、具象／抽象）の 8種（2×2×2）の様態

に  てジャ ル分けされ、その脈絡にそ 

て各作品の特性が語 れてきた。 

 そうした中、言語学的方法論をもつ  研

究者メッツ（Christian Metz） が、1965 年

以降、  の「要素分析」の視点（図１）を

提起したことに り、  表現において、聴

覚表象の要素数が、視覚表象の要素数を上回

ることが明 かになり、聴覚表象への注視が、

新たな  研究の道を開くことが予測され

る うにな た。 
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  図１   についての従来の関係構図 

 

 ただし、 画の「音」 おそ く最も「自

然」に感じ れるものの１つであるために、

 画理論や 画美学 比較的に取り上げ 

れにくか た。こうして、 画理論における

聴覚表象の分析や、 画作品創作における音

響デザイ の基礎をなす うなリテラシ 

の構築が停滞する状況が続いていた。 

 さて、シオ （Michel Chion） 、1985

年に、聴覚表象を視覚表象と関係づけて捉え

るための画期的な用語体系──図２イ フ

レ ム／オフフレ ム／フレ ム外──を

創案した。この用語体系 画期的なものとし

て高く評価され、研究者 、72 種類（視覚 8

×聴覚(3×3)）の局面を想定できる うにな

 た。しかしなが 、シオ の物語 画への

偏重 、論述対象そのものの偏りと同時に、

聴覚表象の意味的あるい 象徴的側面への

偏重を招き、音の様態的側面を見落とす結果

につなが ている。 

 

    

  図２ シオ の用語体系 

 

 こうした状況 、鑑賞教育のモデルとして

不十分であり、これとともに新たな  制作

のヒ トも喚起しがたか た。 

 

 

２．研究の目的 

   表現における音響デザイ のモデル

を創案し、音響デザイ ・モデルか 導きう

る過密の要請にしたが て、複数の    

ト作品を提案し公開することで、芸術鑑賞教

育の一助とする。 

 具体的に 、第１に短編・長編を含む多く

の 画・  作品を分析し  表現における

音響設計のモデルを創案する。第２に、モデ

ルか 導きうる疎密の要請にしたが て、複

数の    ト作品を提案する。第３に、国

際カ ファレ スに  て議論を活性化し、

論評を収集し、これをふまえた  リテラシ

 理論を構築する。 

 その際、「 画」が主に、動画と静止画の

２項を中心として物語を成立させていくの

に対し、「    ト」 、  メディ の

特性そのものに依拠して上記２項を提示す

る表現領域のことで、物語る要素がなくても

成立し得る。 研究で 、物語 画の象徴的

側面偏重という陥穽か 逃れ、意味的側面と

様態的側面を同等に分析するために、分析対

象に 、「 画」を含む「    ト」を想

定する。 

 物語の有無に関係なく、その構成要素であ

る視覚表象と聴覚表象の態様に即して144種

類（視覚 8×聴覚(3×6)／図３）の局面か 

分析できるため、新たな創作・鑑賞・分析の

方法論を提案・発信できる。 

 

 
 図３  研究が前庭とする 

    視覚・聴覚表象の態様パタ   

 

３．研究の方法 

 物語 画を軽視するもので ないが、学術

的分析に 、象徴や意味にと われないため

の条件が不可欠である。 

   内で聴覚表象が、ロマ 派オペラにお

ける うに象徴的・修辞的に機能する場合と、

古典派器楽における うに様態的に機能す

る場合とを区別しつつ、  作品を分析する。 

 上記に述べた着想に り、 画や    

ト 、物語の有無に関係なく、その構成要素

である視覚表象と聴覚表象の態様に  て、

作品の態様に即してこれを 144 種類（8×3×

6 ／図４）の局面か 分析し、方法論を提

案・発信できる。 

 また、当研究の萌芽性・挑戦性を自覚する

立場か 、作品分析にもとづく  リテラシ

 理論を創案するだけでなく、作品モデルと

して実例化することに  て理論を深化さ



 

 

せる。その上で国際カ ファレ スを開催し

て議論を活性化させる。これ 最終的に、理

論と実践をともなう形で    ト鑑賞リ

テラシ 理論を提示するために必要な一段

階である。 

 

 
 図４  研究における関係構図 

 

 

４．研究成果 

 欧米な びに ジ の物語 画、実験的短

編 画、ミュ ジックビデオなどを分析対象

として、  における音の様態と意味に関す

る、「自然文法」的なものを分析・描出し、

その多様な広がりを指摘した。 

 研究結果を口頭発表 7 件、論文 11 件（下

記項目５において報告）にまとめた。 

 論文 、個別の作品研究が 9件、体系的な

論述が 2件である。 

 口頭発表で 、当研究が重点をおく うな、

音響や時間にまつわる問題意識や分析の結

果を、可視化な びに可聴化する上での困難

が、あ ためて浮き彫りにな た。というの

 、音響の実態を実例として提示していくに

 、関連学会（  学・芸術学・美学など）

で割り当て れる発表時間があまりに尐な

く、また  と音響の関係を可視化するに 、

数段階の抽象化を含む図示が必要なためで

ある。予測されていたことで あるものの、

このたび助成事業という形で、この問題に集

中的に取り組むことができ、こうした気づき

も大きな形で訪れたことと考える。 

 これ に加えて、国際シ ポジウムの開催

に り、当研究の着眼点な びに、ここで生

まれた分析手法を関連学界に問うた。 

 このシ ポジウムで 、助成事業への応募

時の予定に則 て、  展示を実施した。当

初の予定で 、壁３面にスクリ  を配置し、

マルチスクリ  に る先端的  作品１

点を、5.1ch スピ カ サラウ ドシステム

を用いて音響提示することを見込んでいた。

しかしなが 、実施会場の自然光源の状況を

観察再考し、壁１面の併置へと変更した他、

 り多くの作家の作品鑑賞を通じた考察を

促すために、単一の先端的  作品でなく、

作品 12 点を、4 点ずつ 3 つのブ スに配分

する  展示に変更した（図５）。 

 あわせて、作品が複数にな たことで、閉

鎖空間における音響の交差をさける配慮が

必要になり、オ ディオ分配機を介したヘッ

ドホ を用いる方向に変更した。 

 
  図５   展示会場の実現図 

 



 

 

この国際シ ポジウムでの議論をふまえ、新

たな  作品 2点を創作して公表した。これ

に り、当研究の問題意識を、論説文のみな

 ず芸術分野固有の象徴的表現として発信

した。 

 また、現時点で未発表（発表準備段階）の

研究として、以下の 7作品について 、音響

デザイ 上の新たな着眼点を含みつつ、分析

をほぼ終了することができた。 

 既存のジャ ル名で示すと、その概要 、

1, 2, 3が物語 画、4, 5, 6, 8がドキュメ タ

リ  画、7が実験的短編 画である。 

(1)パウエル＆プレスバ ガ 『赤い靴』

（1948） 

(2)ベルイマ 『第七の封印』（1958） 

(3)クロウ『バニラ・スカイ』（2001） 

(4)ワ ゲ ホ ファ 『ありあまるごちそ

う』（2005） 

(5)ゲイハルタ 『いのちの食べ方』（2006） 

(6)フラ シス『おいしいコ ヒ の真実』

（2006） 

(7)カ ヌ国際 画祭 60 周年記念オムニバ

ス 画『それぞれのシネマ』（2007） 

(8)ケナ 『フ ド・イ ク』（2008） 
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